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プロジェクト「ギルイェルモ・トレンティーノを通して見えてくるフィリピンのスピリチュアリズ

ムと創造性」の活動成果と展覧会「The Sculptor is a Medium」についての報告 
 

矢木 奏 
 
 
 
1. プロジェクトとフェローシップ活動について  
 
プロジェクト概要  
 ギルイェルモ・トレンティーノ（Guillermo Tolentino/1890-1976)は、フィリピンのナショナルアーティストで、1920年

代から亡くなる1976年まで国を代表する彫刻家として活躍した。マニラにあるボニファシオ記念像やフィリピン大

学のオブレーション像の作者として知られるこの彫刻家が、スピリティスタとしてスピリチュアリズムに深く傾倒した

人物であったことはフィリピンでもあまり知られていない。1937年に出版した著作”Ang Wika at Baybaying 
Tagalog”でトレンティーノは、タガログ語の音声やバイバイン(baybayin:アルファベット以前にフィリピンで使用され

ていた文字・表記法)の記述方法が自然や宇宙とどのように結びついているのかということを、ポエティックな古タ

ガログ語で記している。 
 彫刻家としてのトレンティーノはクラシカルで写実的な方法を最後まで貫き、モダンアートを否定したが、一方”

Ang Wika at Baybaying Tagalog”では自由に宇宙像を想像し、世界を定義した。写実的な彫刻作品と、思い込み

のようにも見える壮大な宇宙観を示す著作はどのようにつながっているのか。そして、その両方の存在を現在のア

ートの状況から見る時に、トレンティーノはどのような芸術家だったと 言えるのだろうか。 
 本プロジェクトではまず、トレンティーノによる”Ang Wika at Baybaying Tagalog”を読みときながら、彫刻家であ

るトレンティーノとスピリティスタであるトレンティーノをつなげて新しいトレンティーノ像を見出してみたい。また、そ

の背景にあるフィリピン社会の特性、社会に根付く宇宙観・宗教観を創造性の現れという視点で調べていく。これ

らの調査活動と同時に作品制作・発表活動を行い、リサーチをベースにした美術作品の表現方法の可能性を探

る。 
 

 
フィリピン大学ディリマン校ヴァルガス美術館常設展示室にある”Ang Wika at Baybaying Tagalog”のためのスケッチや草稿。右端はオブレーション像。 
 
 
フェローシップ活動概要  
活動期間   2016年8月8日～12月7日 
主となる活動場所 フィリピン共和国マニラ市 
取材活動場所  ベンゲット州、ラグーナ州、シキホール州、東ネグロス州、イフガオ州 
受入機関  アーテリーアートスペース(Artery Art Space) 

102 P. Tuazon Boulevard, Cubao, Quezon City, Metro Manila 
+63 2 725 2837 

活動の方法  文献調査（”Ang Wika at Baybaying Tagalog”の翻訳、関係資料・文献の収集、研究） 
取材（取材、聞き取り調査） 
作品制作、展示 

国際交流基金アジアセンター
アジアフェローシップ　報告書
矢木 奏
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2.フェローシップ活動の内容と実施状況  

 
 活動にあたり下記の内容を計画・実施した。 
 
 

 活動内容 活動場所 具体的内容・実施状況・成果など 評

価 

文

献

調

査 

”Ang Wika at Baybaying Tagalog” の転記・英

訳・邦訳 
マニラ 翻訳者の事情により作業が途中でストップし、活動期間

中に完了させることができなかった。プロジェクトの要で

あるため、今後も継続して作業進める予定。 

4 

トレンティーノの著作物の収集 マニラ（UP図

書館） 
書籍 3・冊子 1・雑誌記事 ５ 1 

トレンティーノについて書かれた文献の収集 マニラ（UP・

ロペス美術

館・CCPの各

図書館） 

トレンティーノ評伝本 2 
展覧会カタログ 1 
生前書かれた雑誌・新聞記事29 
死後書かれた雑誌・新聞記事・エッセイ 32 
その他参考書籍 13 

1 

タガログ語の言語学・音声学的研究に関する調

査 
マニラ インターネットによる調査のみ 4 

バイバイン文字に関する調査 マニラ インターネットによる調査のみ 4 

フィリピンに関する基礎学習 マニラ・バギ

オ 
フィリピンの歴史、政治状況、経済状況、美術史などに

ついてインターネット、文献、取材、聞き取りから学習 
3 

取

材 
トレンティーノの作品取材 マニラ・バギ

オ 
フィリピン国立博物館、ボニファシオモニュメント、UP（デ

ィリマン・マニラ・バギオ）、ベンカブ美術館にて取材。マ

ラカニアン宮殿/大統領記念博物館は見学申請したが

予約が取れず断念した。 

2 

関係宗教団体への取材 マニラ トレンティーノが1967年に代表を務めたこともある宗教

団体。今回は取材に至らず。 
5 

トレンティーノの遺族の方への取材 マニラ  5 

スピリチュアリズムに関する調査・取材 マニラ・ベン

ゲット・ラグー

ナ・シキホー

ル・東ネグロ

ス・イフガオ 

儀式見学、ヒロット体験、タワス体験、民間医療現場見

学、ヒーラーインタビュー、アーティストインタビュー、文

化人類学博物館見学等 

2 

宇宙観・天文観に関する調査・取材 イフガオ シャーマンインタビュー、郷土史家インタビュー 2 

フィリピン人アーティストからの聞き取り マニラ・ベン

ゲット・ラグー

ナ 

活動期間中随時行った 3 

研究者・キュレーターからの聞き取り マニラ 活動期間中随時行った  

作

品

制

作 

トレンティーノ研究 マニラ  3 

ワークショップの実施 マニラ 計画と練習 4 

作品制作 マニラ 活動期間中随時行った 1 

展覧会実施 マニラ 11/5 - 11/9 アーテリーアートスペースにて 1 

報告会の実施 マニラ 12/4 クバオにて 1 
 
 
自己評価 
1 満足に実施できた 
2 ほぼ満足に実施できた 
3 満足がいくほどではないが実施はできた 
4 ほとんど実施できなかったが少しできた 
5 全く実施できなかった 
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3. 展覧会「The Sculptor is a Medium」についての報告  

 
 
展覧会の目的  
 調査や取材で得た知識や体験をもとに作品を制作し展覧会で発表することによって、その時点での自身の考

えやアイデアを定着させることを目的の一つとする。また、その考えやアイデアを現代のフィリピンを生きている来

場者と共有する。実施された展覧会を土台にして、今後制作の展開につなげる。 
 
 
展覧会概要  

展覧会名 The Sculptor is a Medium - Interpreting Guillermo Tolentino - 

展覧会会期 2016年11月5日（土）～11月9日（水）13:00-19:00 
オープニングレセプション：2016年11月5日（土）18:00～ 

展覧会場 アーテリーアートスペース（Artery Art Space） 
102 P. Tuazon Boulevard, Cubao, Quezon City, Metro Manila 
+63 2 725 2837 

展示作品 Drawing for a workshop plan（ドローイング作品）  
The Name and Growth（彫刻作品） 
The Sculpture in the Water（写真作品） 
I can see that there is a horse and a bird, then you will be able to travel around.（写真作品） 
Portraits（36点組の写真作品） 
Ouija Board in Baybayin（参加型のドローイング作品） 
New drawing by imagined spirits（参加型のドローイング作品） 
Medium’s medium（参加型の彫刻作品） 
プロジェクト活動で収集した資料 

制作協力 [団体 ] 
アーテリーアートスペース（Artery Art Space） 
フィリピン国立博物館（National Museum of the Philippines) 
ワイケースパ（YKSpa） 
[個人 ]        
アグネス・アレリャーノ（Agnes Arellano）  
ビリー・ボニビー（Billy Bonnevie） 
ザイラエル・ジェネシス・フォーテス（Zyrael Genesis Fortes） 

宣伝・広報 アーテリーアートスペース（Artery Art Space） 

メディア掲載 日刊まにら新聞掲載（2016年11月6日） 

来場者数 約80名 

カタログ プロジェクト全体と展覧会を含めたカタログを2017年度中に作成予定 

 
 



	

	 4	

 
 
 
 
 
 
左：ポストカード表 
上：ポストカード裏 

 
 
 
 
展覧会実施のプロセス  
 展覧会開催は活動受入れ機関であるアーテリーアートスペースと共同で行った。アーテリーアートスペースは、

2014年にオープンしたギャラリー、ショップ、カフェ、スタジオと宿泊施設を持つ、アーヴィン・フローレスとマイ・サ

ポルサントスによるアーティストランスペースで、月一度以上のペースでフィリピンの若手アーティストを中心に展

覧会を企画・実施している。今回は活動に対するアドバイザーという形で主に関わっていただくことになった。活

動開始直後は特に発表方法や内容の具体的なアイデアもないまま、展覧会・ワークショプ・トークなどを実施する

意向であったが、活動を進めるうち、ワークショップと展覧会に絞られ、更にスケジュールの調整の結果、展覧会

のみの実施となった。 
 
 

 
  アーテリーアートスペース外観／入口／ショップ／カフェ 
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 展示作品のいくつかについてはアーティストのアグネス・アレリャーノとビリー・ボニビーの助言のもと、制作した。

スピリチュアリズムに精通し、自身もアーティストである二人にトレンティーノやフィリピンのスピリチュアリズムにつ

いての話を数回にわたって伺う機会がり、バイバインで構成されたウイジャボードや粘土を会場に置く作品は彼ら

との対話から着想したものである。二人はオープニングパーティーに来場し、その場にいる観客を含めてトレンテ

ィーノに捧げるパフォーマンスを行った。パフォーマンスは事前の打ち合わせなどせずに自発的に発生し、観客

を引き込んだ。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展覧会のタイトルの元となった、1969年12月21日付のフィリピン・パノラマ誌に掲載されたトレンティーノのインタビュー記事”The Sculptor is a Medium”  
この記事はトレンティーノのスピリティスタとしての一面に触れた数少ない記事の一つである。記事の最後でトレンティーノは、”I am a medium for Sculpture 
and I must go on creating. All of us are mediums and we must therefore look for that which we have been chosen to ex press.” 
と語っている。 
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展示作品（展示会場入口からの展示順） 
 
Drawing for a workshop plan 
(ワークショップのためのドローイング) 
画用紙 
９ x 12 inch 
2016 
 
 
 フィリピン国立博物館のギャラリーⅫにはギルイェルモ・トレンティーノの大規模なコレクションがあり、ここでは作

品の撮影も許可されている。私の主観で言うならば、ここで鑑賞する彫像はまるで生きているように、見える。トレ

ンティーノのテクニックなのか、光の加減なのか、彫像の目線の高さと鑑賞者の目線の高さを合わせた展示配置

のせいなのか、理由はわからない。 
 このワークショッププランでは、ワークショップ参加者は鑑賞者として通常通り博物館を訪れて作品を鑑賞する。

ただし、彫像を前にして、それらを実際に生きている人のように想像すること、そして人物の後ろに広がる風景ま

でも想像することを指示される。目の前の生きている（と想像している）人はどんな様子で何をしようとしているのか、

その人はどんな空気の中にいるのかをありありと想像できるまで見つめる。鑑賞者とは別に撮影者がおり、鑑賞者

が彫刻を見つめながら想像の中でその彫像が生きている人であるような空間を立ち上げる／ようとしている、瞬間

を撮影する。 
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The Name and Growth 
（名前と成長） 
ランブータンの苗木、マンゴスチンの苗木、アボカドの苗木２、マンゴーの苗木 
サイズ可変 
2016 
 
 
 著名な彫刻家であると同時にスピリティスタとしての側面を持っていたギルイェルモ・トレンティーノは、翻訳者で

もあった。トレンティーノはスペイン語で書かれたホセ・リサールの詩のいくつかを訳し、それらをバイバインで記述

することも試みている。著作 ”Ang Wika at Baybaying Tagalog” (1937)や ”Si Risal” (1957)の中で彼は、当時西

洋から新しく入ってきた概念をタガログ語で言い表すために単語を造語し、紹介している。その多くは定着するこ

とはなかったがバニウーハイ（Banyuhay：metamorphosis/変態）のようにトレンティーノの造語だとは知られずに現

在使用されている語もある。 
 私はトレンティーノが造語した語を鉢植えの植物の名前として与え、それらを彫刻作品として展示した。名付けら

れた植物は希望する鑑賞者に引き取られて育てられ、少なくともその植物が育てられている間はその単語が使用

されることとなる。植物はプロジェクト活動の開始当初に市場で買ったフルーツから採取した種を育てた。名付け

に使用したトレンティーノによる造語は以下の通りである。 
 
 
トレンティーノのよる造語 当時の新概念 元のタガログ語  名を与えられた植

物 

Tingwirin 
ティングウィリン 

radio 
ラジオ 

tingi (voice) 
papawirin (sky) 

ランブータン 

Mananahimbuhay 
マナナヒンブーハイ 

novelist 
小説家 

mananahi (tailor) 
buy (lives) 

マンゴスチン 

Silayo 
シラヨ 

telescope 
望遠鏡 

silay (look) 
layo (far) 

アボカド 

Banyuhay 
バニウーハイ 

metamorphosis 
変態 

bagong anyo ng buhay 
(new from of life) 

アボカド 

Alangaang 
アランガアン 

ether 
エーテル 

alanganin at walang hanggang  
kalawakan 
(unknown and never-ending space) 

マンゴー 

 
 
 
 

 
 
 



	

	 8	

The Sculpture in the Water 
（水の中の彫刻） 
Cプリント 
6 x 9 inch 
2016 
 
I can see that there is a horse and a bird, then you will be able to travel around. 
（馬と鳥が見える、だからあなたは旅をすることができるだろう。） 
Cプリント 
6 x 7.5 inch 
2016 
 
 
 タワス（tawas）はフィリピン人であれば一度は見たり聞いたりしたことがあるフィリピンの民間医療の一つである。

溶かした蝋を水の中に落としてできる形を読み取るもの、肌にココナッツ油を塗り紙をあてて写し撮られた形を読

み取るもの、生卵を水の中に割り落としてできる形を読み取るもの、他にもさまざまな方法がある。いずれも、得ら

れた抽象的な形の中に何らかの具体的なイメージを読み取り、病の原因をつきとめたり、過去や現在、未来を占

ったりする。 
 マニラ市内にあるヒロット（フィリピンの伝統マッサージ）サロン・ワイケースパ（YKSpa）にてエッグ・タワス（egg 
tawas）のセッションを受けた。ヒーラーであるローランド氏は生卵を水を入れたグラスに慎重に割り入れ、しばらく

卵が作る形を観察した。白身部分がゆっくりと上昇するにつれ形が変化していく。グラスの中を観察しながら、彼

は私の過去から未来までを占った。 
（取材協力：YKSpa） 
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Portraits 
（ポートレイト） 
36枚のCプリント 
サイズ可変 
 
 
 トレンティーノの作った実在の人物のポートレイト像、のポートレイト写真である。 
 初めてトレンティーノの彫像を見た時に受けた印象は「まるで生きているようだ」というものだった。フィリピン国立

博物館では撮影が許可されていたため、初めは資料として彫像の写真を撮るつもりであったが、「まるで生きてい

るようだ」と感じたその感じを助長するような画像を得たいと考えた。ファインダーを覗いて像に近づいたり離れたり、

像に当たる自然光の加減を動きながら変えたりして撮影すると、写った彫像は更に生々しく人間のように見えると

感じられた。 
 彫刻らしさよりより人間らしさを強調した写真を前に、トレンティーノのオリジナルの彫像を見たことがある人は、

記憶の中の彫像とこの写真との間のギャップを見るだろう。見たことがない人は、いずれオリジナルを見る機会が

あれば、この写真の記憶に影響を受けながら鑑賞するかもしれない。展示された写真の中の彫像のほとんどはマ

ニラで常時公開されており、いつでもアクセスすることができる。 
 

 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
左上： 
Bust of Don Quintin Paredes 

GUILLERMO E.TOLENTINO 

Polychrome plaster of Paris 

1974 

Tolentino Familly Collection 

 

右上： 

Portrait of a Matriarch 

GUILLERMO E.TOLENTINO 

Polichrome plaster of Paris 

Undated 

Collection of Frederick Y. Dy 
 
左下： 
Bust of Don Epifanio de los Santos 

GUILLERMO E.TOLENTINO 

Plaster of Paris 

Undated 

Tolentino Familly Collection  
 
右下： 
Bust of Luisa Marasigan 

GUILLERMO E.TOLENTINO 

Pokychrome resin 

Undated 

Collection of Frederick Y. Dy 

 
上記の写真に撮影されている彫刻は、全てフィリピン国立博物館のギャラリーXII (セキュリティーバンクホール)に常設展示されている。 
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Ouija Board in Baybayin 

（バイバインのウイジャボード） 
インクジェットプリント 
11.69 x 16.54 inch 
 
New drawing by imagined spirits 
（想像上のスピリットによる新しいドローイング） 
画用紙、カーボン紙 
11.69 x 16.54 inch 
 
 
 トレンティーノ心霊術や降霊会に凝りだしたのは1930年代のことである。その後彼は1967年に宗教団体Union 
Espiritista Cristiana de Filipinos Inc. の代表にもなっており、自宅ではしばしば降霊会を行っていたそうだ。彼の

最も有名な作品の一つ、ボニファシオモニュメント像（1933年）の制作の際に、トレンティーノはまずフィリピン革命

に実際に参加した人々や彼の妹に取材を試みた。しかしそれだけでは十分な情報が得られず、降霊会でボニフ

ァシオへの取材をしたという。 
 ウイジャボードとは降霊術のために用いる文字版で、娯楽用として19世紀末にイギリスで発売された。（類似のも

のとして日本ではこっくりさんがある。）本来はアルファベットとアラビア数字で構成されているがこのウイジャボー

ドをバイバイン（アルファベット以前にフィリピンで使用されていた文字）とトレンティーノが著書の中で紹介した数

字を使用して作成した。展示中はウイジャボード（コピー用紙）の下のカーボン紙と画用紙を重ね、鑑賞者がボー

ド上のコインを自由に動かした痕跡が下の画用紙に写る仕組みになっている。 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0/10

(+o/+u)(+e/+i) (consonant sound)

Nga Pa Ra Sa Ta Wa Ya

Ba Ka Da Ga Ha La Ma Na

A E/I O/U

Oo Hindi

Paalam
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Medium’s medium 
（メディウムのメディウム） 
油粘土 
サイズ可変 
 
 
 油粘土の塊が台の上用意する。鑑賞者が自由に”The Sculptor is a Medium” を実践できる。  
 実際に、オープニングや展覧会期間中に訪れた人によって様々な形が作られ台に配置されていった。 
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文献・資料の展示  
 
 活動を通して収集したトレンティーノによる文献、トレンティーノに関する文献、記事、関連書籍を自由に閲覧が

できるようにした。タイトルとなった”The Sculptor is a Medium” のフィリピン・パノラマの記事と全文献・資料のリスト

を壁に掲示した。 
 
 

 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
会場風景  
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3. フェローシップ活動記録  
 
メトロマニラ   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
活動期間 2016年8月8日〜12月7日（下記の地方での活動期間を除く） 

訪問施設 
 

[ギャラリー] 

1.   Artery Art Space 

2.   Blanc Gallery  

3.   DITO: Bahay ng Sining 

4.   The Drawing Room 

5.   Pablo Gallery 

6.   Underground Gallery  

7.   1335 Mabini 

[美術館] 

8.   Cultural Center of the Philippines  

9.   Lopez Museum  

10. National Museum of the Philippines  

11. Vergas Museum  

[大学]  

12. Ateneo de Manila University  

13. University of the Philippines Diliman  

14. University of the Philippines Manila  

[その他] 

15. Bonifacio Monument 

16. HUB Make Lab  

17. Pioneer Studios  

18. YKSpa  

 

http://www.arteryartspace.com 

http://blanc.ph 

https://www.facebook.com/DitoBahayNgSining/ 

http://drawingroomgallery.com 

http://pablogalleries.com 

http://www.underground.gallery 

http://www.1335mabini.com 

 

http://culturalcenter.gov.ph 

https://lopez-museum.com 

www.nationalmuseum.gov.ph/ 

https://vargasmuseum.wordpress.com 

 

http://www.ateneo.edu 

http://upd.edu.ph 

http://www.upm.edu.ph  

 

なし 

https://www.facebook.com/TheHUBMakeLab/ 

http://www.pioneerstudios.ph 

https://www.facebook.com/yk.spa.9?fref=ts 

活動内容 
 

文献・資料の収集、トレンティーノ作品の調査、民間医療の取材、アーティスト訪問、作品制作、展覧会実

施、報告会実施 

 
 



	

	 14	

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段左：ギルィレルモ・トレンティーノの代表作の一つ、ボニファシオモニュメント像。 

上段右：モニュメント像の中央をフィリピン革命の英雄、アンドレス・ボニファシオ。 

下段左：フィリピン国立博物館（National Museum of the Philippines） 

下段右：国立博物館ギャラリーⅫはトレンティーノのコレクションを展示している。 
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上段左：ロペス美術館（Lopez Museum）。図書館が充実している。ナショナルアーティストごとのスクラップ、電子データなど多数。 

上段右：フィリピン文化センター（Cultural Center of the Philippines)。ナショナルアーティストごとのスプラップがある。 

中段左：フィリピン大学ディリマンキャンパスメインライブラリー 。トレンティーノの著書、関係するカタログ、雑誌記事など多数。 

中段右：フィリピン大学ディリマンキャンパス 

下段左：ロドルフォ・パレス・ペレツ（Rodolfo Paras-Perez）による「トレンティーノ」（TOLENTINO/1976年）。作品の図版、 

バイオグラフィー、書簡、各作品の背景などを網羅しており、トレンティーノに関する本の中では最も詳しく書かれている。 

下段右：フィリピン大学の象徴ともなっているオブレーション像はトレンティーノの代表作の一つ。校門の正面にあるものが有名だがそ

ちらは複製で、オリジナル像はメインライブラリーの３階にひっそりと佇んでいる。  
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上段左：滞在していたケソンシティクバオ(Cubao)の様子。電車の乗り換え駅でもあり、バスターミナルがひしめくクバオは便利な立地。

治安も悪くない。 
上段右：市場に行ってココナツミルクを絞ってもらう。フレッシュココナツミルクは驚くほど美味しい。 

中段左：ビコール地方料理を出すカリンデリヤ（食堂）。 

中段右：フィリピン名物ジプニー。雨の日は交通渋滞が一層激しくなる。 

下段左：エスコルタの新名所HUB Make Lab内にオープンしたカフェ The Den 。HUBでは毎週末イベントが開かれている。 

下段右：同じくHUBにあるフレッズ（Fred's）。この夜はポエトリーイベントが開かれていた。思い思いに朗読し、リラックスした雰囲気。 
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コルディリェラ行政地区  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 コルディリェラ行政地区はルソン島北部の山岳地帯で、その美しい棚田群は世界遺産にも登録されている。中

心都市のバギオは避暑地として多くのフィリピン人が訪れる観光地で、日系人も多く住んでいる。大学時代に観

て感激した映画「虹のアルバム」の監督のキドラッド・タヒミック氏が活動のベースにしている土地ということもあり、

いつか行きたいと思っていた中で今回初めての訪問することができた。キドラッドの運営する、永遠に作り続けて

いられるようなアートスペース「イリリカ」や空中を進む船のようなカフェギャラリー「ボカス」、ナショナルアーティスト

のベネディクト・カブレラ氏の私設美術館ベンカブミュージアムなどを回るだけでも、先住民族の伝統とアートが分

かち難く存在していることを感じる。ここにはマニラとは違うアートの成り立ちがあるようだ。コーディリエラ・グリー

ン・ネットワークの反町眞理子さんからコーディリエラ地区のアートプロジェクトについて伺うことができたのも収穫

であった。 

 バギオからジプニーで２時間ほど行ったベンゲット州カパンガンのポキンでは手すき和紙作家の志村朝夫さん

を訪ね、ポキンで日常的に行われる儀式の見学をさせていただいた。また、志村さんの案内で精霊の住むという

カンブロアンの清流までトレッキングした。 

活動期間 2016年9月12日〜9月19日 

活動地域 ベンゲット州カパンガン、バギオ市 

アクセス ケソンシティ、クバオのVictory Liner ターミナルからバスで6~8時間 

訪問施設 BenCab Museum http://www.bencabmuseum.org 

コーディリエラ・グリーン・ネットワーク（CGN) 

https://cordigreen.jimdo.com 

Ili-Likha Artist Village  

Mt. Cloud Bookshop http://mtcloudbookshop.com  

Tam Awan Village http://www.tam-awanvillage.com 

University of the Philippines Baguio http://www.upb.edu.ph 

Victor Oteyza Community Art Space (VOCAS) 

https://www.facebook.com/VocasGalleryBaguio/ 

活動内容 アーティスト訪問、儀式の取材、バギオのアート事情の取材 
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上段左：カパンガン、ポキンにて地元の儀式を見学。地元のシャーマンが捧げ物の鶏を抱いて祈りの言葉を唱える。 
上段右：捧げられた鶏の内臓の位置で占う。 

中段左：捧げられた鶏で作った料理（ピニピカン・フィリピン北部山岳地方の伝統料理）を集まった人にふるまう。 

中段右：カパンガンポキン在住の手すき和紙作家、志村朝夫氏の案内で精霊の住むという川へ 

下段左：バギオのベンカブ美術館にてトレンティーノ作の頭像 

下段右：フィリピン大学バギオキャンパスにあるオブレーション像 
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ラグーナ州  
 

 

 
 
 
 

 

 友人のアーティスト、ズース・バスコンの住むラグーナ州のサンタローサを訪ねた。ズースの作品にはそのイメー

ジがどこから来るのか不思議な思いがする、悪魔のような、神のような、精霊のような何か得体の知れないものが

現れているように思えてならない。ズース自体も不思議な人だが、話をしていると、マーケティング戦略を大学で

学んだという側面と、スピリチュアルな世界に自然と通じてしまう側面がせめぎあっていて興味が尽きない。ズース

のご家族に起きた不思議な出来事の話を聞いたり、ご両親、叔父さんの大切にしているアンティンアンティン（お

守り）を見せてもらったりした。また、民間医療を行う施設に連れて行ってもらい、見学させてもらうことができた。 

 上の写真はズースが叔父さんからもらったアンティンアンティンのベストで、特別な手順を踏んで手にしたこのベ

ストは持ち主を弾丸からも守ってくれるという。 

活動期間 2016年10月4日 

活動地域 サンタローサ 

アクセス ケソンシティ、カミアスのJAC Liner ターミナルからバスで2~4時間 

活動内容 アーティスト、ズース・バスコンを訪問、ズースのご両親、おじさんからアン

ティンアンティンの話を伺う。ヒーラーの施術する施設の見学。 
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いろいろなアンティンアンティン  

 
上段左：ズースのお母様のもの。腕輪状になっている。 
上段中：ズースのお母様のもの。小さな布に包まれたものは下着の腰のあたりに安全ピンでつける。  
上段右：ズースのお父様のもの。常に身につけている。 
中段左：ズースのお母様のもの。アスワン（妖怪）など、何か悪いものが近づくと中の液体が沸騰し泡だつという。 
中段中・右：ズースの叔父様のもの。真鍮で出来た一般的に見られるタイプ。この三角のタイプはアギマットと呼ぶ人が多い。 
下段左：ズースの叔父様のもの。丸い石なのだが振るとカラカラと音がする。つまり、石の中に空洞があってそこに何か入っているのだと

いう。 
下段中：ズースの叔父様のもの。巨木の一部から作られたと言うアンティンアンティン。 
下段右：ズースの叔父様のもの。真鍮で出来た、割と一般的なタイプ。 

 
 
 
民間医療を行う施設  
 

 
 
 
 
ズースのご両親に連れて行ってもらった民間医療を行う施設。訪ねたこの日は治療相談

を行っていた。入り口を入ると右手に祭壇があり、その横にヒーラーが二人座っている。ヒ

ーラーの前に患者が座り、施術を受けている様子が見える。部屋の左手が待合席で、30
人以上の人が待っていた。相談内容は体調不良、肩が痛いといったものから、好きな人

がいるのだけれど、という恋愛相談まで。恋愛相談の場合は好きな人の写真を持参し、そ

の相手がいい人かどうか、また、相談者のことをどう思っているかなども教えてくれる。 
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シキホール州  
 

 
 
 
 
 

 

 シキホール島は黒魔術の島として恐れられていると聞いた。しかし同時に美しいビーチやダイビングスポットが

あり、最近は観光地としても人気のようである。インタビューを行ったヒーラーは８人で、大別するとヒロットマッサー

ジを行うヒーラー、黒魔術による体調不良を治すヒーラー、ボロボロという方法で体の悪いところを見つけるヒーラ

ー、である。どの方法でも原因がはっきりしない病気の治療の手段として地元の人に親しまれている様子がわか

った。ヒーラーは決して西洋医学を否定しているわけではなく、西洋医学で治るものについては病院にかかること

を勧め、そうでないものに関してのみ施術をする。彼らのほとんどはラナという独自に調合した薬を持っている。ラ

ナはココナツオイルに数十から数百種類のシキホールの植物を漬け込んだもので、悪いものが近づくと熱くなる

（沸騰する）ことでその存在を知らせたり、マッサージオイルとして使われたりする。このオイルの調合は毎年ホーリ

ーウィークに行われるという。 
 
 

活動期間 2016年10月24日〜10月28日 

活動地域 シキホール島全域 

アクセス マニラからネグロス島ドゥマゲテまで飛行機、ドゥマゲテからシキホール島

へ高速船で40分。 

活動内容 ヒロットヒーラーの取材。ヒロットマッサージ、呪い払い、ボロボロなどのヒー

ラー計８名を取材。 
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取材したヒーラー  
 
 

 
ヒロットマッサージ。盲目なため、自身の生計を立てるため、独学でヒロッ

トを学び始めた。彼女のヒロットは腹部の内臓をぐいぐい手で正しい位

置に戻す感じがある。下の写真はラナ。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ヒロットマッサージヒーラー。４歳の時、ヒーラーだった祖母に森に連れて

行かれ、「あるもの」が見えるかどうかを聞かれた。それが見えたため、母

からヒーラーとして知識を伝授されたという。脈診をした後、マッサージを

行う。必要であれば生薬の処方も行う。300種類の植物からラナを作る。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ヒロットマッサージヒーラー。惚れ薬、ビジネスに成功する薬等も売る。父

親がヒーラーで、子供の頃からヒーラーとして活動し始めた。結婚後、義

父もヒーラーであったため義父が亡くなる時にその力を受け継ぐことに

なった。 

  
 
 
 

 
 

 
 

 

 

ヒロットマッサージヒーラー。ある時に夢でママメリー（聖母マリア）からお

告げがあり、ヒーラーになった。それまでは農業を行っていた。マッサー

ジの後にチャンティングと何かの液体を一口飲む。 
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ヒロットマッサージ。子供の頃、二人の男女（ジーザスとママメリー）が訪

ねてきて役目を告げられた。その後も二人は度々訪れ、マッサージの方

法を教えた。マッサージの前には鍵（両親が使用していた実際の鍵）を

使って体の悪い部分を開き、マッサージを行う。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

黒魔術による体調不良を解くヒーラー。棒を使って病が呪いのよるもの

かそうでないものかを診断する。呪いによる病の場合は棒が伸びるとい

う。呪いによるものの場合、呪いを解く方法の一つとしてラテン語の祈り

が書いてある紙を燃やした灰を水に落とし、その水を飲む。これを10日

間続ける。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ボロボロヒーラー。グラスに水を入れ、その中に石を入れたものを使って

体をスキャニングしていく。体の悪いところがあると水が濁る。この方法で

患者の重篤な癌を発見したこともあるという。ママメリーとサントニーニョ

を信仰。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

ボロボロヒーラー。グラスに水を入れ、その中に石を入れてストローでブ

クブクと息を吹き込みながら体をスキャニングしていく。悪いところがある

と水が濁る。水が濁らなくなるまで何度もやる。この方法は祖父から受け

継いだ。祖父が畑から拾ってきた石が力を持っていた。その石を今でも

使っている。 
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東ネグロス州  
 
 

 
 
 
 

 
 

 ドゥマゲテは大学の街として知られる。今回はマニラとシキホールの中継地点として通り過ぎただけであるが、い

ずれゆっくり訪問したい。シリマン大学はカトリックの多いフィリピンでは珍しくプロテスタント系で、1901年にアメリ

カ人ホライス・シリマンによって設立された。大学併設の博物館にはビサヤ地方の考古学的遺物の展示の他に、

シキホールで取材したヒーラーが使用していたのと同様のラナや惚れ薬、また、黒魔術や白魔術に関する資料が

展示されている。 
 
 

活動期間 2016年10月28日 

活動地域 ドゥマゲテ 

アクセス マニラからセブパシフィク航空かフィリピン航空で1時間20分 

訪問施設 Silliman University Anthropology Museum 
http://www.su.edu.ph/page/42-anthropology-museum 

活動内容 シリマン大学文化人類学博物館の見学 
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上段左：シリマン大学のチャーチ。

写真の左手に人類学博物館がある。 
上段右：人類学博物館の中の民間

医療のコーナー。 
中段：人がどのようにして呪いにかか

って体調を悪くするかの説明。左は、

虫を使って呪いをかけ、呪われた人

は体調を崩す。右は、見られることに

よって呪いがかかってしまう。 
下段：ラナ（植物をココナツオイルに

漬けたものでヒーラーが使用する）や

呪いに使う植物・道具など。 
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イフガオ州  
 
 

 
 
 

  

 イフガオ州マヨヤオについてはトレンティーノの”Ang Wika at Baybaying Tagalog”を知るきっかけになったヴァ

ルガス美術館の図書館での資料調査の際に知った。”THE MAYAWYAW RITUAL“と題した本はアメリカの文化

人類学者のリサーチによるもので1932年に出版されている。この中に稲作の収穫時の儀式の紹介と、それに関

連したマヨヤオ独自の星図があった。西洋式の星座が入ってくる前の宇宙観を調べたいと思い、マヨヤオを訪ね

た。マヨヤオの副町長で若手のシャーマンであるジムジムさんと郷土史家のロバートさんからマヨヤオの神話や儀

式についてお話を伺った。また、ジムジムさんの紹介していただきヒロットヒーラーの取材を行った。 
 
 

活動期間 2016年11月26日〜12月1日 

活動地域 マヨヤオ 

アクセス ケソンシティ、カミアスのVistory Linerでイザベラ州サンチアゴまでバスで

10時間、サンチアゴからマヨヤオまでバンで４〜5時間 

活動内容 稲作の収穫の儀式やイフガオの宇宙観についての調査、ヒーラーの取材 
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上段左：”THE MAYAWYAW RITUAL”の中のマヤオヤオの星座 
上段右：インタビューに応じてくれたマヨヤオ（マヤオヤオ）の副町長でシャーマンのジムジムさん。 
下段左：”THE MAYAWYAW RITUAL”。トレンティーノの”Ang Wika at Baybaying Tagalog”とともに2014年にヴァルガス美術館の

展示で使用した。 
中段右：マヨヤオの風景。世界遺産の棚田地域からは少し外れているが、2000年前から続く見事な棚田。 
下段右：ヒロットヒーラー。37歳の時に夢でお告げがあり、ヒロットを始めたという。 
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活動にご協力いただいた方々  
 
 下記の方々にはフェローシップ活動中に様々な形でお世話になりました。この方々との幸運な出会いの連続に

よって活動ができたと実感しています。情報を提供いただいた方 、取材にご協力いただいた方、制作の手助けを

して いただいた方、その他にも色々な形で関わっていただきました。この場をお借りして心から御礼を申し上げま

す。  
 
ジャクリーヌ・アリ氏 
アグネス・アレリャーノ氏 
ズース・バスコン氏 
ロバート・ボンガヨン氏 
ビリー・ボニビー氏 
ブエン・カルバヤン氏 
ルーベン・ラマス・カニェテ氏 
セレス・カニラオ氏 
タタ・セナス氏 
コモン山端香代子氏  
ローランド・ゴメス・コモン氏 
ルイ・コルデロ氏 
シナグ・デ・レオン氏 
レアンドロ・エラへ氏 
アーヴィン・フローレス氏 
ザイラエル・ジェネシス・フォルテス氏 
リッキー・フランシスコ氏 
古沢ゆりあ氏 
平野真弓氏 
ニロ・イラルデ氏 
リサ・イトウ氏 
アンベス・R・オカンポ氏 
ジミー・パドチャナン・ジュニア氏 
マリア・クリスティーナ・パンガン氏 
トニー・ペレズ氏 
ダニエル・リニャ氏 
マーク・サルバトス氏 
マイ・サポルサントス氏 
志村朝夫氏 
ジェローム・ソリアノ氏 
反町眞里子氏 
ランデル・ウルバノ氏 
山形敦子氏 
レジーナ・ヨマ氏 
 
（アルファベット順） 
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4.フェローシップ活動を終えて  

 
 ギルイェルモ・トレンティーノを通して見えてくるフィリピンはあまりにも広く深かった。 
 活動を始める前に私が持っていたフィリピンに関する知識はとても乏しいものだった。スペイン・アメリカ・日本に

よる占領が起こったことは知っていてもそれが実際どういう経緯で起こったのか、ほとんど知らない。キリスト教の国

ということは知っていても実際どのように宗教観があるのか、知らない。19世紀後半にフィリピン革命があったらし

いが、その革命が何に対してのどのような革命だったか、知らない。革命の英雄ホセ・リサールやアンドレス・ボニ

ファシオがどういう人物でなぜ英雄と言われるのか、知らない。多くの島から成り立っていることは知っていても、

それぞれの地域にどのような特色や歴史があるのか、知らない。戦後から現在まで、フィリピン社会にどんな変遷

があったのか、マルコスやアキノという名前を知っていても実際に何が起こっていたのかは、知らない。 
 トレンティーノについて調べ始めると、このような「知っているようで全然知らないこと」を具体的な出来事として一

つ一つ理解してく必要があると早々に知った。一つ一つの言葉をたどりながら、脱線しながら、少しずつではある

が以前よりも具体的なフィリピン像を描けるようになっていくと、その中に、トレンティーノの人生や、取材したヒーラ

ーの話に出てくる信仰や習慣、取材したアーティストの話、日常生活の中で今自分の目の前で起こっていること、

を配置できるようになった。幸運な出会いがいくつもあり、会った人から聞くどんな些細なエピソードもフィリピンの

こと、トレンティーノのことを思い描くための肉となった。 
 今後はフィリピンでの活動を継続しながら、日本・フィリピンでの作品制作・発表の機会を積極的に求めていきた

い。 
 
〈今後の展望と予定〉  

- ”Ang Wika at Baybaying Tagalog”の翻訳の継続 
- タワスについてのリサーチと実践 
- ヒーラーへの取材の継続 
- フィリピンで取材した民間医療や民間信仰に見られる創造性をフィリピンに限らず他の地域でも見ていく。 
- マヨヤオの星図に関するリサーチと制作 。 

 
 


